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銚子電力株式会社 



第 4期事業報告書 

銚子電力株式会社 

自 令和 3年 4月 1日  至 令和 4年 3月 31 日 

 

１.株式会社の現況に関する事項 

 ⑴.事業の経過及びその成果 

当該会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大が続くとともに、国際

情勢の不安定化に伴う、エネルギーを始めとした原材料費高騰によって企業設備投資や個人

消費が抑制され、経済活動の停滞がございました。 

このような事業環境において当社は、「銚子市に根差した電力会社」として、地域貢献事業

の取り組み強化や組織体制の変更を通し、主に電力事業の拡大を図ってまいりました。 

以上の結果、当会計年度の売上高は、825,027 千円(予算比 120.4%)となりました。 

利益につきましては、粗利益30,315千円(予算比68.7%)、営業利益7,780千円(予算比83.4%)、

経常利益 7,270 千円(予算比 82.9％)、最終利益 6,645 千円(予算比 84.6％)となり、予算未達

ではあるものの、昨年度に続き、単年黒字化を達成し、計画通り今年度中の債務超過解消を果

たしました。 

売上面においては、電力事業は積極的な広告宣伝活動による当社認知の向上にあわせ、一般

家庭を中心とした低圧契約は好調に推移し、目標を達成しましたが、法人との高圧契約は競争

激化および年度後半に発生した電力原価高騰による新規受付停止の影響もあり、新規契約 1件

を獲得するに留まりました。また再エネ商材販売においては、昨年度からの課題である人的リ

ソース投入を効果的に行えず、昨年度に続き販売実績を得るも目標には到達しませんでした。 

経費面においては人件費や広告宣伝費の効率的な運用により、予算比 64.8%となりました。 

利益面においては、営業利益 7,780 千円、最終利益 6,645 千円で着地いたしました。 

 

 ⑵.資金調達等についての状況 

  該当なし 

 

⑶.直前 3事業年度の財産及び損益の状況 

 第 2 期 第 3 期 第 4 期 

売上高（千円） 538,564 741,291 825,027 

当期純利益（千円） △9,877 5,365 6,645 

純資産額（千円） △9,625 △4,260 2,385 

総資産額（千円） 131,727 208,774 153,246 

1 株当たり当期純利益（円） △98.87 53.70 66.52 



 ⑷.対処すべき課題 

 2022 年度は、電力原価高騰の影響を軽減するため、仕入れ契約の見直しや仕入れ先の変更

検討とあわせ、地元電源との電力卸供給契約締結に向けた活動を行い、電力事業における原価

の固定化を推進します。 

再生可能エネルギー事業は、電力事業に続く収益源となるよう、公的な補助金の活用や販売

代理店との営業提携を行い、住宅用太陽光発電システムの拡販を行います。また、銚子市と連

携し、公共施設への太陽光発電自家消費システム等の導入提案を行って参ります。 

業務面では、電力事業関連の新システムによる業務の効率化、安定化を図るとともに、再生

可能エネルギー事業においても、さらなる業務フローの構築、効率化に取り組みます。 

 

⑸.主要な借入先及び借入額 

借入先 借入残高 

銚子信用金庫 1,795 万円 

銚子商工信用組合 1,795 万円 

 

 

２.株式に関する事項 

⑴.株主の状況 

  ①.発行済株式総数 99,900 株 

  ②.株主の状況 

 名称 持株数 持株割合 

1 銚子市 49,950 株 50.0％ 

2 株式会社 Looop 33,966 株 34.0％ 

3 株式会社エックス都市研究所 9,990 株 10.0％ 

4 銚子信用金庫 2,997 株 3.0％ 

5 銚子商工信用組合 2,997 株 3.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3.会社役員に関する事項 

 

⑴.役員に関する事項 

氏名 地位及び担当 重要な兼職の状況 

伊東 孝之 代表取締役 － 

越川 信一 代表取締役 銚子市長 

永井 大介 取締役 （株）エックス都市研究所  

サステイナビリティ・デザイン事業

本部 新事業創出チーム リーダー 

小嶋 祐輔 取締役 （株）Ｌｏｏｏｐ 取締役 

信太 孝之 監査役 銚子市 企画財政課 

洋上風力推進室 室長 

 

⑵.取締役、監査役ごとの報酬等の総額 

区分 人数 報酬等の額 

取締役 4 名 660 万円 

監査役 1 名 － 

 



決　算　報　告　書

第 4 期

自 令和03年04月01日

至 令和04年03月31日

銚子電力株式会社



（単位：円）

貸借対照表
令和04年03月31日 現在

銚子電力株式会社

資産の部

科目 金額

【流動資産】 147,272,901

現金及び預金 8,075,998

売掛金 138,962,318

貸倒引当金 △93,000

貯蔵品 295,898

未収入金 187

前払費用 31,500

【固定資産】 5,974,025

無形固定資産 5,934,595

ソフトウェア 5,934,595

投資その他の資産 39,430

出資金 20,000

預託金 19,430

  

  

  

  

  

  

  

資産の部合計 153,246,926

負債の部

科目 金額

【流動負債】 118,029,563

買掛金 111,077,077

1年以内返済長期借入金 3,072,000

未払費用 3,356,109

前受金 759

預り金 42,218

未払消費税等 223,400

未払法人税等 258,000

【固定負債】 32,832,000

長期借入金 32,832,000

負債の部合計 150,861,563

純資産の部

科目 金額

【株主資本】 2,385,363

資本金 9,990,000

利益剰余金 △7,604,637

その他利益剰余金 △7,604,637

繰越利益剰余金 △7,604,637

（うち当期純利益） 6,645,473

純資産の部合計 2,385,363

負債・純資産の部合計 153,246,926



（単位：円）

損益計算書

自 令和03年04月01日

至 令和04年03月31日

銚子電力株式会社

科目 金額

【売上高】

売上高 825,027,157 825,027,157

【売上原価】

仕入高 794,711,953

合計 794,711,953

売上総利益 30,315,204

【販売費及び一般管理費】 22,534,693

営業利益 7,780,511

【営業外収益】

受取利息 703

受取配当金 400

雑収入 45,617 46,720

【営業外費用】

支払利息 557,158 557,158

経常利益 7,270,073

【特別利益】

【特別損失】

固定資産除却損 207,000 207,000

税引前当期純利益 7,063,073

法人税等 417,600

当期純利益 6,645,473



（単位：円）

販売費及び一般管理費内訳書

自 令和03年04月01日

至 令和04年03月31日

銚子電力株式会社

科目 金額

【販売費及び一般管理費】

役員報酬 6,600,000

給料賃金 1,836,641

法定福利費 270,033

業務委託料 870,000

広告宣伝費 3,046,925

接待交際費 642

旅費交通費 74,613

通信費 1,028,555

水道光熱費 120,882

備品・消耗品費 330,898

リース料 273,336

地代家賃 323,531

保険料 81,380

租税公課 80,200

支払手数料 4,494,158

支払報酬 750,000

寄付金 1,413,952

減価償却費 720,256

貸倒引当金繰入額 17,000

雑費 201,691

販売費及び一般管理費合計 22,534,693



（単位：円）

株主資本等変動計算書
自 令和03年04月01日

至 令和04年03月31日

銚子電力株式会社

株主資本

資本金 当期首残高 9,990,000

当期変動額 0

当期末残高 9,990,000

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 当期首残高 -14,250,110

当期変動額 当期純利益 6,645,473

当期末残高 -7,604,637

株主資本合計

当期首残高 -4,260,110

当期変動額 6,645,473

当期末残高 2,385,363

純資産の部合計

当期首残高 -4,260,110

当期変動額 6,645,473

当期末残高 2,385,363



個別注記表

自 令和03年04月01日

至 令和04年03月31日

銚子電力株式会社

  １．この計算書類は、「中小企業の会計に関する指針」によって作成しています。

  ２．重要な会計方針に係る事項に関する注記

      （１）固定資産の減価償却の方法

          ①有形固定資産

              定率法（ただし、平成１０年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く。）及び平成２８年

              ４月１日以降取得した建物附属設備並びに構築物については定額法）を採用しています。

          ②無形固定資産

              定額法を採用しています。

      （２）引当金の計上基準

          ①貸倒引当金

              債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権について合理的基準により計上するほか

　　　　　　　個々の債権の回収可能性を勘案して計上しています。

      （３）その他計算書類の作成のための基本となる重要事項

          ①消費税等の会計処理

              消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。

  ３．株主資本等変動計算書に関する注記

      （１）当該事業年度の末日における発行済株式の数            ９９，９００株

      （２）当該事業年度の末日における自己株式の数              　　 　　 ０株

  

                                                                                                以上



附属明細書 

 

1.有形固定資産及び無形固定資産の明細 

                                                   （単位：円） 

 資産の 

種類 

期首 

帳簿価額 

当期 

増加額 

当期 

減少額 

当期 

償却額 

期末 

帳簿価額 

減 価 償

却 累 計

額 

無形固定

資産 

ソフ トウェ

ア 

881,851 5,980,000 207,000 720,256 5,934,595 824,404 

 

 

2.引当金の明細 

                                                   （単位：円） 

科目 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

貸倒引当金 76,000 17,000  93,000 

 



監 査 報 告 書 

 

 令和 3 年 4月 1 日から令和 4年 3月 31 日までの第 4期事業年度の取締役の職務

の執行に関して、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。 

 

１．監査の方法及びその内容 

私は、取締役及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備

に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からそ

の職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類

等を閲覧し、本社において業務及び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に

基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしまし

た。 

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算

書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその

附属明細書について検討いたしました。 

 

２．監査の結果 

 (1) 事業報告等の監査結果 

  ① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく

示しているものと認めます。 

  ② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する

重大な事実は認められません。 

 (2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果 

計算書類及びその附属明細書は、会社の財産及び損益の状況をすべての重要

な点において適正に表示しているものと認めます。 

 

 

令和 4年 5月 20 日 

銚子電力株式会社 

監査役 信 太 孝 之 


